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はじめに

河川流出油処理の体験を通して、陸上部での河川・道路管理行政のあり方、海上部での実態と比較し、今後の提言も含め考えてみます。

【中国地方の概況】

広島・岡山・山口・島根・鳥取５県－－最高行政機関として建設省・中国地方建設局管内には１３本の一級河川・それぞれに建設省河川管理事務所・水濁協が存在します。平成６年以降、大体２年に一度程度に１万L級の油流出事故が発生しております。

しかし、５県下内でありながら、その事故処理、危機管理意識は全く不統一で、この事は建設省でも問題視し今後の最重要課題と位置づけております。

●油濁事故の一例

詳しくは、後述するが陸上部に於ける一般的大事故（１万L級）は大体２年に一度２級河川、小川、溜め池での数百L～千L規模の「こぼす事故」は言うに及ばず、豪雨・災害等の大水の時、不可抗力か、故意か結構大量の油が流出し大半の場合、下水に入り、処理場では大変困窮しております。

1.平成６年・才乙スキー場A重油流出事故－－－－－－－－－－－－－－後述

2.平成８年・三刀屋川タンクローリー転落事故－－－－－－－－－－－－－同

3.平成１１年・製粉工場A重油流出事故－－－－－－－－－－－－－－－ 同

●その他、使用事故について、その一例

1.豊平町運動公園溜め池・食廃油推定４～５００L（平成９年９月１１日）

［概要］

午後４時過ぎ同町女性職員より悲鳴の通報、現地直行、直径６０mの円池、全面に微油膜、油まみれの飼育鴨を抱き抱える数名の女性職員、先ず油の確認水面に降り手に取っても粘り気が薄く、臭気も香り良く、石油類でないと判定。

［処置］

持参各種資材（マット２種、ゲル化剤、パーライト、ACライト）をそれぞれ少量で反応を試す。唯一ゲル化剤に反応を示しゲル化（凝固）確認。早速流入水路と排水孔を遮断、活性炭オイルフェンスをゴムボートで静かに曳航し浮遊油を一隅に集め、ゲル化剤散布し完全ゲル化した「おから状物質」を手網により人力回収（ほぼ完全回収）。一方「油まみれ鴨」は当初からゲル化剤の粉末の「まぶし」と水洗で完全に油分除去が出来、翌朝全て元気に遊泳を確認・安堵。 

2.湯来町廃工場跡地下タンクより地下水上昇による軽油オーバーフロー・量不明

　山県西部消防署湯来出張所長より緊急通報（平成１０年６月２６日）

［概要］

一見、連日の長雨により地下水の上昇によるタンク内残油がオーバーフローしたものと判断、時期・量不明、ゲル化剤により完全除去。

【河川・油流出事故の概要】

1.広島県・才乙スキー場濾油事故（平成６年）

［事故概要］

人工降雪機用A重油タンクからの送油管（外部露出）が屋根からの落雪により折損、A重油１万Lが一級河川・太田川の支流、才乙川へ流出。

［対応］

建設省・太田川工事事務所、広島県加計土木事務所の空前絶後の大防除作戦展開

［特記］

· 膨大にフェンス&マットは無論、流水中での混濁油回収装置考案設置、後に特許

· 自衛隊出動、民間土木業者の２４時間作業

· 流出油完全流出した後の岸（護岸・自然岸等）の残油（潜った油）に驚く
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2.島根県・三刀屋川タンクローリー転落事故（平成８年）

［概要］

国道５４号走行中の大型タンクローリー（１２KL積）が転落、A重油約６KL流出

［対策］

中国地方建設局と同出雲工事事務所に対策本部設置

島根県土木も一緒になり、主にフェンス＆マットにより回収

［特記］

· 飲料水取水源の三刀屋町は自衛隊吸水車で配水

· 採水水質検査の他、ヘリコプターによる観察を行う

· 回収後の岸残油は、相当量確認するも下流のフェンス＆マットに依存し部分両岸清掃に止まる（建設省・終局宣言後）

· 全体的対応は前記・才乙レポートが参考書となる

3.広島県・製粉工場からの岡山に通じる「成羽川」流出（平成１１年）

［概要］

工場ボイラー用A重油7800L送油管劣化による流出、側溝亀裂部からと地表流油により気づき通報、相当以前より流出するも地中から溢れだして気付く、何日か相当以前からの濾油と思われる

［対策］

当初２日間は建設省・岡山工事事務所万全体制後、委託広島県土木事務所に対策本部設置、二土木事務所の合同対策本部なるも専門家不在、全て原因者製粉工場の指示による資機材調達、９時から５時までの作業、危機管理意識に問題提起する

［特記］

· 地中埋設油調査は今も残る

· 建設省・県土木の危機管理意識の大なる温度差

· 原因者の意識の問題
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4.鳥取県・製紙工場C重油地下漏洩事故（平成１１年）

［概要］

本年６月からの工場横を流れる「日置川」に時折、溢れる浮遊油痕跡に気付く

本年８月初に県土木より診断依頼される。

工場内状況調査（部分掘削等）で地下相当量の重油ありと断定・報告

措置についての提言

作業１）実態調査の為、コァボーリング－－－広範囲・深部とも

作業２）ボーリング孔からの吸引、又は掘削強行吸引による除去

作業３）地下水脈調査

作業４）河川側への流出防止策（カーテングラウト、矢板打ち込み－－－－等提言

［特記］

· 日置川が２級河川・県管理河川である

· 県（土木・消防防災・環境・保健所－－）・日置町・広域消防局による「対策会議」は再々行われるも、遅々として対策は進まず

· 原因者・製紙工場はこの５ケ月の間、溜まれば柄杓でくみ取る

· 河川も工場側の河川敷に油溜まりの側溝を設けマット設置のまま

· 論外の話

[image: image5.jpg]T





【水質汚濁防止法の一部改正点】

[image: image1.jpg]



[image: image6.png]RE. MKPMEBIBHOA G
BRI AT





[image: image7.png]



●改正の要点

従来の事後措置の曖昧であった部分が、はっきり都道府県知事の措置命令により油流出（地下浸透とも）事故に対する指示系統が明確化されたものです。

措置をする責任の所在が都道府県知事と明記された事により、各都道府県職員の意識改革、連絡マニュアル等はより必然性を帯びて来たと言えます。

油保有事業者への応急措置の為の対策（防油堤、避難池、防除資機材等）の必要性が明記されました。

【中国地方の最近の動き】

建設省・中国地方建設局は昨年末以来、上記各状況に鑑み、水濁協を中心に「人工河川によるマットの吸着比較実験」を繰り返した。その事は広島市にも広がり、広島市下水道局でも同実験を行った。

本年に入り同局は担当各所に於いて、近時の流出油事例を検討し、企画検討中のもの

1.統一した危機管理意識－－－－－－－各河川管理官対象のセミナー等

2.防除資機材の行政備蓄促進－－－－－項目・予算等今後の課題

3.民間防除経験者の育成－－－－－－－中国油濁防除研究会結成

と、その成果は徐々ながら、考え方・保険加入システム等を含んだ海洋の状態へと一歩づつ前進しつつあると思われる。その間、海洋のあらゆる資料、民間防除諸団体の機構・運輸省・会場保安庁との関連、海洋汚濁処理実態－－－－と入手資料は全て提出した。

［保険］

昨年来の最大の成果は、保険会社が「陸上部での油濁保険」を出し始めた事である中国油濁防除研究会は、その業務の一端に貯油事業者への保険加入促進を取り上げ、その事が少しでも「危機管理意識の高揚」に繋がればと、防除資機材の売り込みだけでなく、総合的な油濁防除活動をと、その活動を始めました。

［河川流出油防除について］

流れの有る河川での油類の回収は、現実従来からのフェンス＆マットで充分でしょうか？－－－今までの経験から見ても、必死の回収作業でそれなりの成果は上がっておりますが、下流域に逃げた油類も見逃せない事実です。無論、完全回収等不可能にしても、引き上げたマットに殆ど油分はなく土汚れだけのマットの多い事も、これ又事実です。

今後の課題として、河川での流出油回収には、

1)如何に回収し易い場所に油を誘導するか、

2)そこで如何に適した資材を効率良く使うか

これが民間防除経験者の育成の根幹であります。

それには、経験を積む為には事故だけを待っていては間に合いません、そこで私は「人工河川」を作成し、流速を調整しながらその効果を試しております。

「人工河川」による実験

現実に河川に試験用とは言え、現実油類を流して試験・実験をする事は不可能ゆえ｢人工河川」を製作し、流れを作り各種マットの吸着比較試験を試みました。

建設省でも、早速見たいと実験会の開催が始まりました。

1.平成１０年１２月３日　建設省・中国地方建設局・太田川工事事務所  ８０数名

2.平成１１年　２月６日  広島市・下水道局・千田下水処理場           ９０名

3.平成１１年　６月８日  建設省・中国地方建設局・日野川工事事務所 １００余名

実験内容は各種油類を使用し、各種マットの静水中での吸着比較、同じく流水中での吸着比較、同様の静水と流水に於ける「ゲル化剤」によるデモンストレーション

※各マット４枚宛・・・河川全体に軽油10Lを均一撹拌後

静水・灯油
化繊国産マット
化繊輸入マット
天然繊維マット
ゲルシート

油吸着前重量
780g
770g
650g
1430g

油吸着後重量
2000g
2550g
2310g
2980g

実質油吸着量
1220g
1780g
1660g
1550g

※流れ・微速(5cm/sec)４区画（各区画・灯油2L宛均一撹拌）

静水・灯油
化繊国産マット
化繊輸入マット
天然繊維マット
ゲルシート

油吸着前重量
780g
770g
650g
1430g

油吸着後重量
1700g
2050g
1820g
2720g

実質油吸着量
920g
1280g
1170g
1290g

[実験概要]

(1)各種マットは、実験前１時間水面に浮遊（吸水の有無の確認）後、計測

(2)マット投入後は、マットの重なりが無いよう均一配置

(3)油面に５分間浸積、５分間懸架後計測（吸着力＝吸着力＋保持力）

(4)マットサイズは事前に均一化（５０cm角）

(5)流速１０cm／secになると、マットの吸着は極度に低下し、記録省略（３ｍ／min）

油吸着マットによる油回収実験
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油ゲル化剤による油回収実験（１）
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【河川流出油の回収に関して】

基本的に河川流出油を完全回収する事は不可能な事で、如何に効率的に的確に回収するかを先ず検討した。

1.河川の状況

静水状態でも基本的には流水である、晴天続きで渇水の時、大雨で増水する事

冬の冷たい水、夏の暖かい水、そして上流域と下流域－－全てへの対応が必要

2.従来の油防除資材の検証

(1)油、濃厚で停滞状態－－－－－－－在来マットでも充分回収可能（繰り返し交換）

(2)油、微膜で停滞状態－－－－－－－在来マットの回収、比較的困難

(3)油、濃厚で流水の中－－－－－－－在来マットでは殆ど回収困難

(4)油、微膜で流水の中－－－－－－－在来マットでは全く回収不能

3.実験・実務より上記の検証

(1)の場合、マットを吸着状態に応じ几帳面な新マットと交換する事で大部分の油は回収可能なるも微膜状態になるにつれ回収が困難となる。

※推奨品－－－MAXXレスキュー、ゲル化剤－－－

(2)の場合－－－－＝(1)

(3)の場合

基本的に困難で如何に、フェンスを上手に使い、回収可能場所へ誘導するか、又その中で比較的流速の遅い箇所では誘導と同時に吸着の鋭い長尺物の吹き流し、又人工的に流速調整可能なら弊社特許「ろ過吸着工法」

※推奨品－－－三井BL-A、MAXXセレクトロール､セレクト２５０１－－

(4)の場合

最も困難な状態で、可能であれば出来るだけ「流れ」の無い箇所に如何に集めるか、又比較的緩やかな「流れ」であれば(3)同様に「ろ過吸着」が基本でその簡易型浅瀬用にMAXXセレクト２５０１（チップ状）を、又一般濾過材マットでゲル化そぼろ状物化して回収。

※弊社・「一網打尽」の最も活用箇所－－－－－－－－－添付カタログ参照

※スライド写真－－－－－－－－－－－－－－－－－－

油ゲル化剤による油回収実験（２）
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[河川の現況]

事故発生、即闇雲に所かまわずフェンス＆マット－－－－確かに迅速且つ適正に処置を施す事の初期初動は最大評価しなければなりません。

一時間の遅れは、河川の場合数十Km下流域に流されます。

流れ去った後は、綺麗な川になったか？－－－－否、川底、両岸を歩いて見ましょう

石ころを動かして見ましょう、－－－驚くべき油類が浮き上がって来ます。

そうです、河川に流れ出して油類・特に重油は波に混ぜられ、混濁状態になり、川底両岸の石や砂中に相当付着、潜り込む事は殆ど知られて居りません。

しかし量的には、たとえ混濁状態でも大半は流れに沿って下流域へ流されます。

それを例え流速が緩やかと判断しても、フェンスが多少でも弓状になるような箇所では幾ら大量のマットを投入しても、その回収効率は頗る低下しております。

しからば、河川には「よどみ」「淵」又砂防上の堰堤が必ず有ります。フェンスを上手に使い、そう言う箇所へ流油を誘導し、出来るだけ流れの無い場所に集めます。

静水状態になれば当然、今まで混濁状態の油類はその比重差により表面ににわかに浮上して来ます。そこがマットなりゲル化剤なり処理資機材が本当に機能を発揮する場所です。

そこで完璧に近い回収が出来たとしても、前記上流の滞留油を、それから洗浄、踏みだしを、しなければなりません。
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【中国油濁防除研究会】

初めて出来た陸上部での民間防除チームと言えるでしょう。皆初めは防除資機材の専門家ではありますが、濁防除活動は皆素人です。

研修、実験、そして本番に入れば、直ちにそれまでの訓練は役立ち、油種に対する適合資機材、回収場所、－－とその対処の方法は身に付いて参りました。

管理行政からの診断依頼、対応に対する提言、行政中心の対策会議へのオブザーバー参加と比較的短期間で世間で言う「にわか専門家集団」となりました。

今後はそれだけに今まで以上に研鑽、実地訓練を繰り返す事が必要となって来ました。

行政官からの診断依頼、提案書作成と言う作業は、通常の売った買ったに比べ、何と皆生き生きと取り組み、その中に何かロマンを見出した－－は全員の感想であります。

[今後の方針]

1.公共性の有る公益法人化をめざして－－－－－資機材備蓄の参考

2.地域ごとの「貯油状況」の調査・把握

3.関係行政との密接な連携作り

4.「防除資機材」必要最小限の備蓄、行政への備蓄促進

5.研究会・講演会・訓練等への積極的参加

6.「防油保険」加入への積極的取り組み－－－危機管理意識高揚に繋げ

7.河川単位での防災計画の作成－－－－関係行政との連携のもと

[趣旨]

１９８９年３月「エクソン・バルディーズ号」座礁事故を契機に１９９０年ＯＰＲＣ条約採択（日本では第132国会で承認1996.1.17施行）により国際的協力体制が進んで参りました。又IOPC FOUND（国際油濁補償基金）は事故発生時の費用面を補う

最大のネットワークとして機能しております。

一方、内陸部での流出油事故（主に河川・湖沼）では処理技術そのものが未確立です使用資機材は海洋と全く同じもので対処されてはおりますが効果・効率面では疑問視されております。また、水質汚濁防止法・河川法の改正で、事故原因者の責任が明確になる反面、処理費用の内陸部に於ける保険機構が漸く緒に付いた今後、如何に油類取扱事業者への危機管理意識を啓発していくか等、多くの問題が山積しております。

  本会は、上記情勢に鑑み、内陸部の流出油事故で効果的な資機材の研究開発、事故処理指導員の育成、緊急ネットワークの結成、官民の危機管理意識の高揚等を通じ、社会の「命の水源を守る」を巻頭に、設立の趣旨とします。

制作：株式会社猪原商店（平成１１年１０月）

※本資料の引用、転載は自由ですが、その場合は引用、転載元として次のクレジットを明記して下さい。

株式会社猪原商店
改正のポイント


1.油汚染された無知下垂の浄化制度の導入


2.事故時の措置の対象に「油の流出」が追加





特定事業場の設置者又は貯油施設を事業場の設置者は、施設の破損等の事故により、油が事業場から公共用水域に排出され、又は地下に浸透したことにより生活環境被害の恐れがあるときは、直ちに、油の排出や地下浸透を防止する為の応急の措置をとり、その旨を都道府県知事に届け出る。又応急措置がなされない場合には、至急講ずべき事を知事は命ずる事が出来る。
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油吸着力＝吸着力＋油保持力





� EMBED Word.Picture.8  ���








PAGE  
5

_1001358163.doc
[image: image1.png]RE. MKPMEBIBHOA G
BRI AT








_1001362177.doc
[image: image1.png]






